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夏至を過ぎると夏休みまであと１カ月。楽しい夏休みの前に、１学期のまとめをし
ます。一人一人得意なところと苦手なところは違います。自分で考えてどんな復習を
すればよいのか、どんな練習をすればよいのか、計画的に取り組んでほしいです。ま
た、委員会や係の仕事は責任をもって取り組んだか、友達に対して思いやりをもって
行動することができたか、ルールを守ることはできたか、なども振り返り、夏休み前
にやるべきことをやり、できるようになって夏休みを迎えられるようにしてください。
先生方は、毎日一生懸命取り組み、熱心に指導しています。ご家庭でも、終わらない
課題はないか、返されたテストの復習をしたかなど声掛けをお願いいたします。夏休
みには、主体的・計画的に学習や読書、体力作りに取り組めるようご協力をお願いい
たします。保護者や地域の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

教育目標

・よく学び 自ら考える子ども ・やさしく 思いやりのある子ども ・よく遊び 元気な子ども

か が や く 自 分 を 育 て よ う

二つの避難訓練 6/７､15

か が や く

《田植え６/１》
野先生のご指導の下、田植えをしてきました。かえる農場の

方、ＰＴＡ広報新聞担当の方もお見えになり、お手伝いをしてく
ださいました。
今年度も３年生以上の参加でした。そのため、３年の子どもた

ちは、初めて田んぼに入り、足下がふらふらで苗の植え方も目印
から離れてしまうなど悪戦苦闘していました。予定していた場所
を６年生が一番に終わらせ、次に５年生、そして、４年生。最後
は、３年生を６年生が手伝って時間内に終えることができました。
小規模特認校推進会議で話し合って作成したのぼり旗を立て、「我が佐川野の田んぼ！」と気

持ちを盛り上げて田植えをしてきました。
秋の稲刈りが楽しみですね。 野先生、ありがとうございました。



「野木町いじめ撲滅会議5/15」行ってきました。
６年生の代表児童２名が野木町いじめ撲滅会議に参加してきました。「いじめについ

て」いろいろな角度から話し合ってきました。

佐川野小学校にも「学校いじめ防止対策基本方針」が定められています。その中に

「いじめとは」児童に対して、当該児童と一定の人的関係にある他の児童の行う心理

的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）で

あって、当該行為の対象となった児童が心身の苦痛を感じているものをいう。と書か

れています。さらに、令和５年２月に「いじめ問題への的確な対応に向けた警察との

連携等の徹底について」が通知されました。「児童の命や安全を守ることを最優先に、

犯罪行為として取り扱われるべきいじめなどは、直ちに警察に相談・通報を行い、適

切な援助を求めなければなりません。」となっておりま

す。学校では、普段から、相手が嫌がることは言わない

し、しないように指導しています。何気ない一言が相手

を傷つけてしまうこともあります。一人一人が違うよう

に、傷つく言葉も一人一人違います。佐川野小学校では、

子どもたちに話をしますので、どうぞ、ご家族で話題に

してみてください。佐川野小も「いじめゼロ」を目指し

ています。ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。


